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研究概要︓スマートホームシステムは生活の利便性や安全性向上を目的に普及が進んでおり、そのニーズは年々高まっている。しかし、
高齢者を対象とした既存のスマートホームシステムのユーザーエクスペリエンス（UX）デザインは未だ十分とは言えず、高齢者向けのア
プリケーション設計においても具体的な UX デザインガイドラインが不足している。 

研究成果︓そこで本研究では、高齢者ユーザーに適したスマートホームアプリケーションの設計手法を確立することを目的とし、既存のア
プリケーションデザインアプローチを理論的観点から深く検討した。また、高齢者が抱える健康ニーズに基づき、スマートホームシステムの
UX デザインに関する既存理論をレビューし、ユーザーインタビューを実施してユーザーニーズの抽出を行った。さらに、類似製品の競合分
析を通じてユーザーが直面している具体的な課題を特定し、製品の戦略的ポジショニングを明確化した。このプロセスを経て、多角的な
視点から新たなUXデザインの指針を提案した。本研究で提案する手法を用いることで、高齢者向けスマートホームシステムの開発にお
ける設計効率を向上させ、より快適で安全かつ使いやすいユーザー体験の実現が可能になると期待される。    

社会的・学術的なポイント︓本研究成果は、スマートホーム製品開発における具体的な指針を提供し、開発者のデザイン効率と高
齢者ユーザーの満足度向上に貢献することを目指している。 

用語解説︓ 
ユーザーエクスペリエンス（UX）︓製品やサービスを使用する際にユーザーが得る総合的な体験や感情。
スマートホームシステム（Smart Home System）︓インターネットや AI技術を活用し、快適性や利便性、安全性を向上させる家庭
向け自動化システム。
健康ニーズ（Health Needs）︓ユーザーが健康や安全に関して求める必要性や期待。
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